
行 政 視 察 報 告 書 

 

令和４年１月２０日 

 

会 派 名  日本共産党江南市議員団   

 会派代表者  掛布 まち子        

（参加者：三輪陽子）                               

行政視察の結果について、次のとおり報告します。 

 

  ① 

年 月 日 令和 ４ 年 １ 月 ７ 日（ 金 ） 

視察時間 ８時３０分〜１０時３０分 

視 察 先 あま市学校給食センター  

視察項目 あま市学校給食センターについて 
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  ① 

年 月 日 令和 ４ 年 １ 月 ７ 日（ 金 ） 

視察時間 ８時３０分〜１０時３０分 

視 察 先 あま市学校給食センター  

視察項目 あま市学校給食センターについて 

■目的 

 給食センター建設の財源と建設方式について聞き、江南市の給食センター建設の

参考にするため。 

 アレルギー対応食の進め方を聞き、江南市の給食センター建設の参考にするため。 

 センターの施設の見学をして概要を知ること。 

 

■内容 

 １．会議室にて事前に提出した質問事項について説明を受ける。 

  （１）学校給食センターの概要について 

    ・パンフレットを見ながら概要の説明を受ける 

  （２）諸費用の合計と内訳 

     合計     ３，４２１，０９７千円  財源  合併推進債 

     施設整備費  ２，９７９，７８９千円     （充当率９０％） 

     施設設計費     ６３，７２０千円その他 

  （３）PFI導入可能性調査の結果と DB方式の採用となった理由 

    ・PFIは時間がかかり、供用開始に間に合わない 

    ・運営について、環境の変化に応じて変われるように５年契約にするため 

  （４）調理民間委託となった理由 

    ・人手の安定的な確保や栄養士の食育教育の時間が増えること 

  （５）アレルギー対応食の取組 

    ・令和元年９月より卵除去食を開始。令和４年４月より乳除去食の拡充 

  （６）新施設の職員体制 

    ・所長１名 事務３名 栄養教諭３名 保育園栄養士２名 

     委託調理員  およそ８６名  夏休み等およそ２７名 

  （７）保育園給食への対応 （食材の選定と購入） 

    ・離乳食、園児食それぞれ１部屋ずつで作っている 

    ・食材選定と購入は物資選定委員会要綱に基づき、物資の選定と購入をして

いる（なるべく、地元産、愛知県産のものを使うようにしている。） 

  



２．施設内見学 

   ・実際に見学したのは、下処理場、園児用調理室、児童・生徒用調理室 

   ・その他の部屋はモニターで見る 

   ・一般の方、小・中学生や保育園児も見学してわかりやすいような展示や 

掲示が見学用通路にある 

 

 ３．試食 

   ごはん（愛知県産の米）、七草汁、ちくわの磯部揚げ、  

もやしのゆかり和え、牛乳、タルト 

 

■所感 

 ・質問に対して、資料を用意していただき、詳しく説明していただいたので、 

  施設の概要や費用などがよくわかりました。 

 ・子どもたちが見学に来てもわかりやすい説明や掲示があり、江南の施設でも 

ぜひ取り入れたいと思いました。 

 ・七草がゆの日であったので、七草汁を取り入れ、季節感を大事にしていること、

地元産、愛知県産の食材をなるべく取り入れて作っているとの栄養士さんから

の献立の説明もあり、おいしく試食させていただきました。 

 ・江南市の新給食センター建設に向けて、参考にさせていただきたいことが多くあ

り、有意義な視察でした。 

 

 


